






















着いたのは同月十九日、一行は松平康国、柏原文太郎、柴田鄰次郎。是より先き、寺尾亨、副島義 両博士既に同地に在り、 （十三日上海着）後れて頭山満一行 古 一雄、美和作次郎、小川運平其他玄洋社員数名が着いた。 （二十七日）
上海に於ては同月十八日、南北妥協の第一回会議が開かれ（北



















− 124 − − 125 − （56）
頭山、犬養の上海に到るや、中村弥六を通じて携ふる所より二
















































云ふと、共和政洽にしようといふ孫文、黄興などの議論と、立憲君主政治にしようといふ康有為、梁啓超、岑春煊、そんな者を抱合させること 非常に苦心を た。 かなか両方とも相持して承知しなかつたが、どうなりかうなり融和してやらうといふことになつた。ソコで私の考では、革命が出来 日本類似の議院政治が出来る、まア此位 ころに落着いて るだら つもりでやつた。ところが途中で妥協が起つてあんなことになつた。もう一戦 らなければならぬといふ時 妥協 のである。
…どうしてあれが妥協したかといふ内情をお話すると、第一金
が要る。革命軍の方でも金が要るし、片つ方の岑春煊などが別働隊として突つ込んで行くに 。どうして金を作るかといふことになつて、 は盛宣懐の財産一切を押へ しまひ、招商局も押へて居る、これを金にしようといふので それを承知してそれでは金にしよう 金が出来たから此方から進む、岑春煊の方にも一部分やる いふことになつた、さうして双方から抱合すると、丁度君主立憲になるといふ腹案であつた。そこで金を借りようといふことになつて、招商局の陸上の設備から船一切を抵当に入れるこ になつたが、これは郵船會社が抵当に取るより外ないので、郵船會社 やれと言 た ころが…定款が許すや否といふことを法律顧問にたずね 、それが一週間以上もかゝつ 、馬鹿な話で、定款が許さんことは判り切つて居る。これ 若し若い奴等だつたら いきなり専断し 置いて總会 提案し 定款には斯うなつて居るが 會杜としては斯ういふ利益があ 説明すれば、株主は喜ぶにきまつて居 。その決断が出来ない、愚圖ゞゞして居つてと とういかない。仕方がな から安田に話をして金を出させようとしたが、安田も愚圖ゞゞして二週間ぐらゐかゝつた、そしてとうとう出来ぬ。そのうち 給料を渡さなけ ば あべこべに自分の兵隊から鉄砲を打たれる。節季 迫つて来たので、私どもは反対の地位に立つて居る井上侯爵の ころへ行 相談した。さうすると雷さん怒つたナ「怪しからん、馬鹿ナ、正金銀行から出させる」といふ、出さすと決つたが契約の字句の修正に一週間 ゝつた。そのうちに支拂をしなければ自分の方 者から



































結局のところ 革命派側が犬養等に期待したのは 資金面の援助、日本政府の革命派への支持であり、 政略絡みの忠言、 勧告 では





















部の一人で日本各界との関係が深く、来日後関係者のところを駆け回る一方、 二月一 日、東京で犬養と接触し「軍資金調達ノ件」などについて話し合った。革命後、海外にいた孫文も資金の重要性を認識し、帰国途中、各地で義捐を募る一方、 「革命政府未来ノ国債引受ノタメ基礎ヲタテタルニ努メ」
（
20）。借款の周旋は南京臨時政府が成立し













ヨリ訓諭」を 決断し 大倉組の門野重九郎（副頭取）が「在京革命党員張鎮衝 と協議し 結果であった
（
24）。リスクが高い分、 年利八分、




政府郵部尚書、実業家）の資産 差し押さえた形 推し進めたもので、一五〇〇万円の合弁出資と引き換えに三〇年間 営業権の半分を日本側に譲るという内容で、金の都合が優先され、国家権益の意識が薄かった。盛宣懐は資産の温存と革 派の機嫌取り ため、みずからこ 件を推進し、一月二九日、盛、李維格（漢冶萍公司協理）と日本側代表小田切万寿之助（正金銀行）の間 仮契約が調印された。日中双方各一五〇〇万円（元）の対等出資による 三〇年間の合弁計画であっ
（
25）。
すでに漢冶萍公司は鉄鉱石の提供先 日本に一千万円の債務があり、残りの五〇〇万の融資を受けるため、二月十日 日本側による「鉱石前借」の形 三 万円を支払う「特別契約」が成立しており
（
26）、支
払いの一部融資（二 ）は三井 よ 武器提供 形で行う内容後の契約書に盛 込まれていた
（
27）。しかし二月十二日、 『大共和日報』




























日本側が他国より有利を占めた の交渉を諦めず、臨時政府側も二月一六 、北方政権と「再ヒ敵対行為ヲ開始スルニ至ラン夫レ故ニ矢張リ是迄通リ交渉ヲ継続」 することを希望 た
（
36）。こうして話が続けられ、























































































































倒し、それに取って代わる新勢力（北方政府）の扶植を目論んでいたのである。袁を嫌う理由について、 時任英人の解釈によると日本 国益、権益面からの発想である。犬養は、 政権と日 関係を「なによりも最優先」にさせなければならなかったが、そこで「イギリスを引












1）  辛亥革命期における犬養毅についての先行研究には、先駆的なものとして野村浩一 「犬養毅と中国革命」 『中央公論』 一九六五年一月号） があり、各種の史料を網羅してより詳細の研究には、時任英人「辛亥革命期」 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 第二章 （論創社、一九九 年） がある。
（
2）  木堂先生伝記刊行会編『犬養木堂伝』中巻、東洋経済新報社、一九三九 、七三五頁。
（
3）  前掲 『犬養木堂伝』 中巻、七三六、 七三七頁。
（




6）  野村浩一 「犬養毅と中国革命」 、 『中央公論』 一九六五年一月号、四二〇頁。
（
7）  時任英人 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、論創社 一九九一年九一頁。
（
8）  古島一雄 『一老政治家の回想』 中央公論社 一九五一年 一 三
（
9）  《反対南北分立通電》 一九一三年七月二八日、 《熊希齢集》 長沙：湖南人民出版社、一九八五年、上冊
（
10）  前掲時任 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、 〇一頁、参照
（
11）  前掲 『犬養木堂伝』 下巻、七〇〜 頁。
（
12）  『東京朝日新聞』 一九一一年一二月二七日 （前掲時任 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、 より引用） 。
（
13）  『宮崎滔天全集』 第五巻、
（
14）  『萬朝報』 一九一二年一月一八日。
（
15）  前掲時任 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、九七頁、参照。
（
16）  二月一四日付三浦梧楼宛の書簡に「我邦外交ノ大失錯によりて、英米をして大有力の事とナラシメ、袁ハ之ヲ利用して袁ノ活動、孫ノ軟化と相成 大勢ハ最早動す可らざる事と相成候。左レド大勢不利の中にも、尚尽力次第ニテ帝国ノ力ヲ伸ブヘキ地歩ヲ得ル事相成ざるにもあらず、是ガ小生再遊ノ目的ニ御座候」と犬養は記している（山本四郎編『三浦梧楼関係文書』明治史料研究連絡会、一九六〇年、一〇五頁） 。
（
17）  前掲時任 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、一〇一頁、参照。
（
18）  同前、 〇四頁。
（
19）  《黄兴集》 北京：中華書局、一九八一年、九六頁。
（






























































































29）  一九一二年三月一九日、在漢口総領事松村より外務大臣内田康哉宛、 「漢冶萍会














418.  参照 （外務省外交史料館） 。
（



















































o.294.  （外務省外交史料館） 。
（
























40）  『原敬日記』 第五巻、一九一二年一月九日条、乾元社、一九五二年、一七頁。
（








43）  一九一二年二月、唐紹儀が進めた英、米、独、仏四国バンクとの借款計画。一旦不調におわり、五月熊希齢に引き継がれ交渉が継続した。後米が脱退、日露が参入、翌 九一三年四月ようやく調印された。総額二五〇〇万ボンド。 「善後借款」 ともいう。
（

















46）  楊天石「孙中山与民国初年的轮船招商局借款」 『辛亥革命与二〇世紀的中国』湖北人民出版社 二〇〇一年、三一六頁。
（
47）  「成田山仏教図書館柏原文太郎文庫」 （李海 「梁啓超の 『和文漢読法』 をめぐる日中批評史に関する一考察」 『多元文化』 二〇一〇年 一 三頁より 用） 。
（
48）  麦孟華（一八七五─一九一五）清末維新派、字孺博 広東順徳県人。一八九一年康有為の万木草堂塾に入り、弟子となる。同期在塾の梁啓超と“梁麦”と称される秀才である。一八九三年康有為と同時に挙人に合格 以来康、梁と「国事」のため奔走するようになる。戊戌政变後、 康、 梁とともに日本 亡命、 辛亥革命時、国内における梁の代理者の一人を務め 岑春煊工作に当たっていた。
（
49）  鷲尾義直編『犬養木堂書簡集』 文閣、一九四〇年、一一三頁。この極秘筋について書簡では「先日相談セラレタル中ノ 方」 しているが、 週間ほど前 同じ柏原宛の書簡で触れたのは、陸軍参謀本部の福島安正（参謀次長） 宇都宮太郎 （第二部長） であ （一一三頁） 。中の一方として指したのは 後者の宇都宮である。
（




52）  同前、四八三、 四八四 、参照。
（
53）  前掲 『書簡』 一一六頁。
（
54）  時任英人 「犬養毅と中国」 『政治経済史学』 二一〇、 九八四年一月、 頁。
